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高部福太郎 ･井上博之 (名市大 ･医)
-モグロビン(Hb)を指標とした血液及び血痕
の種属鑑別法は,これまで主として免疫血清学的
方法による多数の報告があり,法医鑑識上の実務
に供されている｡しかしながら上記方法では血痕
が人血由来でない場合,その動物の種属を決定す
るためには多種煩の動物Hbの抗血清を用意しな
ければならず,またこれらの抗血清の作製には交
差吸収試験等煩雑な操作を行わなければならない｡
我々は高速液体クロマトグラフィー (HPLC)を
使用してHbを分離することにより,血液及び血
痕の種属鑑別を行 う方法の開発について検討を
行った｡ヒト(成人10例及び新生児11例),ヒト以
外の霊長類17種36例及びその他の脊椎動物 (11種
42例)から血液を採取し,それぞれ油紙上に血痕
を作製 した｡HPLC用カラムは逆相系の Syn
ChropakRp-4(4.6Ⅹ250mm)を使用し,0.1%
トリフルオロ酢酸存在下,水-アセトニトリルの
グラジェソト溶出により,溶血液及び血痕抽出液
を分析した｡-ムほ共通した保持時間にピークを
有するのに対し,グロビン鎖はそれぞれの種属に
固有な保持時間で溶出された｡テナガザル属4例
から得られたクロマトグラムはその他の用人殺あ
るいはヒトからのものよりもむしろ新世界ザルの
それによく似たパターンを示した｡ヒト由来の血
液及び血痕はこれらのクロマトグラムバターンか
らテナガザル属,新世界ザル及びそれ以下の磁属
由来のものと容易に鑑別可能であった｡また旧世
界ザル以上の霊長塀においてはアセトニトリル勾
配を工夫することにより,ヒト由来のものとの鑑
別が容易となった｡ただし,霊長杭ではこれまで
多数のHbvariantsが報告されており,実務に供
する際にはこの点を充分に考慮する必要がある｡
本法は簡便性,迅速性及び種属特異性の点で優
れ,法医学上有用であると考えられる｡必要試料
畳の数量化及び血痕の経時変化による判定可能期
間について現在検討中である｡
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